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病院・診療所のみなさまへ

当院の褥瘡対策の現状

　いつも当院をご利用くださり、誠にありがとうございます。朝夕冷え込む
季節になりましたが、病院・診療所のみなさまにおかれましては、いかがお
過ごしでしょうか。2017 年 9 月より内容・デザインを一新した『城陽江尻病
院だより』ですが、2018 年 10 月号ができあがりましたのでご高覧いただけ
ますと幸いです。今号の特集は、「当院の褥瘡対策の現状」と「CV カテーテル
感染を減らすための取り組み」となっております。ぜひご一読ください。

　かつて「床ずれは看護の恥」と言われた暗黒の時代があり、長期臥床を余
儀なくされた高齢者の褥瘡が社会問題化していました。褥瘡の問題を医療に
おける最重要課題のひとつと考えた多職種の医療関係者や医用工学研究者が
参集し「日本褥瘡学会」を設立したのが、今から20年前の1998年のことでした。
　2002 年度の診療報酬改定において「褥瘡対策未実施減算」が実施され、最
低でも医師1名、看護師1名からなる褥瘡対策チームの設置が求められました。
当院の褥瘡対策チームもこの時に誕生し、当初から薬剤師と管理栄養士をメ
ンバーに加えて活動してきました。
　現在当院では、院外発生（持ち込み）褥瘡は入院時に、院内発生例は発見
時にチームメンバーの医師が診察を行い褥瘡ケアの方法を決定します。毎週
金曜日には 10 人～ 15 人の患者さまを対象にチームによる回診を行い、褥瘡
ならびにケア方法の評価を行います。さらには毎月開催される委員会で全て
の褥瘡患者さまの治療経過とその妥当性を検討しています。近年は新たな予
防策を考案し実施するためのチームミーティングも行っています。
　しかしながら、院外発生褥瘡の中には重度の例も珍しくなく、完治に至ら
ないまま退院となることもあります。また、2018 年度の診療報酬改定で
「ADL 維持向上等体制加算」の算定基準である院内褥瘡発生率が 1.5% 未満か
ら 2.5%未満に緩和されましたが、当院ではこの 2.5%をクリアしたりしなかっ
たりという状況です。褥瘡対策チームに求められる成果がこの数字なのだと
すれば、当院の褥瘡予防対策はまだまだ不十分ということです。今後、なお
一層の取り組みを行って参りたいと思います。



毎週金曜の褥瘡回診の風景 新たな褥瘡予防策を考案し実施するため、毎
月ミーティングを行っています。

毎週金曜の褥瘡回診に合わせて、病棟看護師
や介護職員にギャッチアップの指導を行って
います。



CV カテーテル感染を減らすための取り組み
　当院では、療養病棟が開設されたことなどから、近年 CV カテーテル挿入患
者さまが増加しています。これに伴って CV カテーテル感染が増加することを
懸念し、平成 29 年 1 月に院内の CV カテーテル管理マニュアル（以下マニュ
アル）の見直しを行いました。そして、マニュアルの見直しにとどまらず、
さらなる取り組みを行うことでスタッフの意識向上を図りました。本稿では
その取り組みをご紹介させていただきます。
　取り組みの対象者は病棟看護師 16 名で、取り組みの内容は①勉強会の実施、
②携帯式の消毒手順マニュアルの作成、③消毒手順の監査でした。取り組みの
前と後に対象者全員にチェック式アンケートとマニュアル手順の記述式テス
トを行い、取り組みの評価を行いました。①の勉強会では、主にマニュアル内
容の確認を行いました。②の携帯式の消毒手順マニュアルは、CV カテーテル
刺入部のチェックや消毒の手順を 1 枚のカードに収めたもので、取り組みの
対象者がいつでも参照できるように配置しました（下図）。③の消毒手順の監
査では、取り組みの対象者が実際に CV カテーテル刺入部のチェックや消毒を
行う様子を観察し、必要に応じて指導が行われました。チェック式アンケー
トとマニュアル手順の記述式テストは、マニュアル内容の把握と実施の度合
いを測るもので、マニュアルを元に作成しました。

携帯式の消毒手順マニュアル

 



　取り組みの前と後に行ったチェック式アンケートとマニュアル手順の記述式テスト
の結果は以下のとおりでした。数値は平均値です。

　取り組みの前は、特にマニュアル手順の記述式テストの点数が低く、やはりマニュ
アルを見直すだけにとどまらず、周知徹底していく工夫が必要であるということがよ
く分かりました。取り組みの後は、いずれの点数も増えており、病棟看護師の意識向
上が図られたのではないかと思われます。今後ですが、このような取り組みを全病棟
に広め、CV カテーテル感染を減らしていくとともに、できれば CV カテーテル管理以
外のマニュアルにも応用し、病院全体をブラッシュアップしていきたいと思います。

 取り組みの前 取り組みの後  
チェック式アンケート 35.5 37.4 / 40点満点 

マニュアル手順の記述式テスト 16.8 22.5 / 25点満点 



安全対策研修会

秋祭り

2018 年 8 月 21 日に平成 30 年度第 1 回目の全体安全対策研修会を行いました。
研修内容は「医療ガス安全管理」「医薬品の安全使用研修」「患者サポートの重要性」
「暴言・暴力・迷惑行為の予防と対応」でした。今後も患者さまの安全を第一に
努力してまいります。

例年、北条自治会・子供会さまのご厚意により、当院正面玄関前にて子供たちに
よる踊りや屋台練りを行って頂いております。車イスや寝たきりの患者さまも観
覧され、職員共々とても楽しいひと時を過ごすことができました。



患者さまのご予約方法
入院・転院のご依頼
外来診療のご依頼
上部・下部消化管内視鏡のご依頼

　　　➡　079-225-1231（地域連携課）にお電話ください。
　　　　　担当医と調整の上、予約を入れさせていただきます。

CT・MRI・超音波・骨密度・サーモグラフィー・マンモグラフィーのご依頼

　　　➡　079-225-1231（放射線課）にお電話ください。
※ 受付時間は 8:30 ～ 19:00 となっております（日曜、祝日を除く）。

ご予約後の流れ
患者さまに、以下のものをご持参いただくようお伝えください。

　　　　　貴院からの診療情報提供書（紹介状）
　　　　　　　（CT・MRI をご依頼の場合は所見用紙）
　　　　　健康保険証
　　　　　当院受診歴のある方は、当院の診察券
　　　　　（必要に応じて）貴院での血液検査結果、投薬情報

患者さまに、来院当日は1階総合受付にお越しいただくようお伝えください。
スタッフがご案内いたします。



〒670-0947 兵庫県姫路市北条1丁目279
ホームページ：www.ejirihospital.or.jp
代表 Tel：079-225-1231
　　Fax：079-222-0154
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